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出産後の女性の身体は「交通事故の全治１か月と同じレベル」とも例えられています。出産は幸せなライフイベントで

ありますが、一方で、女性は妊娠や出産をきっかけに社会的に弱い立場になりやすく、周囲のしっかりとした支えがなけ

れば社会から孤立しやすくなってしまいます。産前産後のもっとも大変な時期の母親や父親を、地域や社会全体で優し

く見守りながら、子供を安心して産み育てることができる社会を実現していきたいと考え、政策を訴えました。 

 

 

【宮内の質問】 出産をきっかけに夫婦の仲が悪くなる

「産後クライシス」について、市が配布する子育てパンフレ

ットに特集することで、夫婦が妊娠中から、産後のことに

ついて互いに話し合うきっかけづくりを行政が提供して

はどうか？ 

【部長の答弁】 「パパママ教室」では産後の母親の心身の

変化を父親に理解を促すとともに、今後は妊娠届出時に

も、産後の母親の心身の変化や、パートナーシップの在り

方について周知啓発をさらに充実していく。 

【宮内の質問】 「父子手帳」を配布する自治体も増えてい

るが、戸田市でも「子育てガイド」の中で「お父さん向けの

特集」を組むことによって、夫婦がお互いに理解し合い協

力しながら乗り切れるようにサポートできないか？ 

【部長の答弁】 夫婦が産後に遭遇する大きな変化を伴う

育児生活を、どのように夫婦で乗り超えるかを記した内

容の「父親向け冊子」の配布も検討していく。 

【宮内の意見】 産後のいちばん大変な時期に夫婦が「産

後クライシス」に陥らないように、行政の様々なサポート

を最大限に周知し、子供を安心

して産み育てられる仕組みをさ

らに整えていきたいと考える。
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① 「産後クライシス」の周知徹底と、父親

向けのパンフ レ ッ ト の 配布 を！ 
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マ マ の 夢 サ ミ ッ ト 駅頭活動でのレポート配布 菅原市長に要望書を提出 

ママが子育てや家族のケアも大切にし

ながらも、自分の夢も大切にすること

を応援するイベントに参加しました。

今後の議員活動に繋げてまいります。 

定期的に市内３駅で駅頭活動を行っ

ています。市政報告レポートをお配り

しながら、市民の皆様から直接、ご意

見やご相談も受け付けています。 

 

菅原市長に予算要望書を提出いたしま

した。今後とも定期的に意見交換をさ

せていただきながら、市長との連携を

はかっていきたいと思います。 

 

日々の活動報告 
自分の足で地域をまわり、皆さまからのご意見に耳を傾けて、地域課

題の解決に向き合いながら、現場主義の活動に力を入れています。 

 

 

「宮内そうこの出張お茶会」では、市民の皆様からの相談を受け付けています！ 

お茶会では直接カフェなどでお会いし

て、女性や子育て中の方々などからご

意見やご相談をいただいています。皆

様のご意見を市政に届けてまいります。 

 

ご相談を受けたらまずはお話をしっ

かり聞いて受け止めるとともに、市

や県の関連機関にもお繋ぎしながら

一緒に寄り添ってまいります。 

子育ての孤立を防ぐため、あらゆる場所

に相談できる場所が必要だと考えます。

様々な相談機関がありますので、一人で

抱えずにぜひ相談してみてくださいね。 


